NEJM勉強会2002　第3回　02/2/12実施　Bプリント　　　担当　山田　薫（kaoruy-tky@umin.ac.jp）

【Problem List】

＃1　 腹痛

#1-1  心窩部、右上腹部、臍周辺部の持続的、痙攣性、非放散的な痛み出現（MGH入院数週間前）

#1-2  痛みは食事により増悪し、悪心を伴う（入院数週間前）

#1-3  軟、右上腹部に圧痛（入院時）

#1-4  腹部CT上異常所見なし（入院2日目）
＃2　 肝機能異常

#2-1　AST 75[IU/l]と高値（MGH入院17ヶ月前）

#2-2　アルブミン低値、ビリルビン、AST、ALT、ALP高値（入院5日前、入院時、2日目）

#2-3　眼球強膜の黄疸（入院時、2日目）

#2-4　尿中ビリルビン(++)

#2-4　肝腫大なし（入院時）

#2-5　腹部超音波でtexture正常、膵正常、肝内胆管、総胆管拡張なしだが胆嚢部分的に虚脱。（入院時）

#2-6  腹部CT上異常所見なし（入院2日目）

#2-7  血清中銅高値（入院2日目）

＃3　消化管症状

#3-1　下血を伴う下痢症状（入院17ヶ月前）

#3-2　抗生物質投与がないのにC.difficile毒素検出試験陽性（入院17ヶ月前；入院時には陰性）

#3-3　頻回でなく多量の下痢便も伴わない間欠的な軟便（入院5日前）

#3-4　糞便色正常（入院時）

#3-5　糞便潜血陽性（入院時）

#3-6　顕微鏡検査で糞便中未消化の筋線維、大量の酵母菌（入院時）

#3-7　顕微鏡検査で原虫、腸内寄生虫卵検出なし（入院時）

#3-8　培養検査で腸内病原体検出なし（入院時）

#3-9　糞便中α1-アンチトロンビン高値（腸管からの蛋白喪失の指標）（入院2日目）

＃4　発熱

#4-1　間欠的な発熱（入院前2週間の最高38.3℃。入院日に39.7℃。その後39℃以下）

＃5　体重減少

#5-1　入院前2週間で3Kg減少

＃6　血算

#6-1  白血球増加

#6-2  好中球分画高率・リンパ球分画低率

#6-3  血小板増加

＃7　 肺炎

#7-1  胸膜性の胸痛・乾性咳漱出現（入院5日前）

#7-2　CXR上右下葉の肺炎所見、両側間質性markingのprominence（入院5日前、入院時）
＃8　自己抗体

  #8-1  抗核抗体陽性（1:180 homogeneous pattern）（入院2日目）

  #8-2　抗平滑筋抗体陽性（1:80）（入院2日目）

  #8-3　p-ANCA検査陽性（前半には記載なし；PSC、PBC、IBD、Felty症候群で上昇することあり）

